
１０haの草地を所有する
黒毛和牛繁殖経営

鹿児島県霧島市で肉用牛繁殖経営を行って

いる玉牧場を紹介します。

玉牧場は鹿児島空港から車で３０分ほどの山

間にあり、黒毛和牛の繁殖牛１４０頭、育成牛

４０頭、種雄牛３頭を飼養しています。経営主

の久留須茂さん（５４歳）は、人工授精師の資

格を持っており、繁殖は自家保有種雄牛（金

城幸、佐須気、茂勝朗）を主体に、一部は外

部から精液を購入して、すべて人工授精で

行っています。また、自家保有種雄牛の精液

の販売も行っています。

自給飼料基盤は１０haで冬はイタリアンラ

イグラス、夏はスーダングラスとヒエの栽培

を行っているほか、水田裏作として２haでイ

タリアンライグラスを栽培しています。

繁殖牛にはグラスサイレージと麦ぬか、配

合飼料をTMR調製して１日１回給与し、作業

の効率化を図っています。
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株式会社玉牧場（鹿児島県霧島市）
公益社団法人鹿児島県畜産協会 田原 則雄

独立行政法人農畜産業振興機構 畜産業振興事業

（写真１）久留須茂さんと奥さんの美鈴さん
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廃業した豚舎を利用して規模拡大

茂さんの就農当時は繁殖牛５０頭規模でした

が、平成１４年にJAが保有していた豚舎の跡地

を購入して、平飼い豚舎を改造した繁殖牛舎、

子牛舎と、子豚舎は哺育牛舎として活用して

規模拡大してきました（写真２・３）。哺育

牛舎は豚舎の名残で床にスライド式のスク

レーパーがついており、除ふん作業が簡単に

できるというメリットもあるそうです。

平成１８年には株式会社玉牧場を設立しまし

た。玉牧場の名前の由来は、当時保有してい

た種雄牛の「玉三郎」が脚光を浴び、そこか

ら取ったということです。

その後、平成２１年と２２年にかけて、畜産基

盤再編総合整備事業（国庫事業）で子牛哺育

舎および繁殖牛舎、堆肥舎を整備するととも

に、飼料畑造成を行いました。総事業費は約

１億２５００万円で、自己負担は制度資金を利用

しています。

（写真３）子豚舎を哺育牛舎に有効利用
（写真６）自宅近くの分娩舎に妊娠牛を乗せ

て運ぶトラック

（写真２）平飼い豚舎を改造した繁殖牛舎

（写真４）グラスサイレージ

（写真５）TMRミキサー
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子牛の管理について

母牛の分娩が近くなると、自宅近くにある

分娩舎にトラック（写真６）で移動させ、分

娩後は２～３日齢で離乳させて、子牛は生後

４５日まではハッチで単飼しています。ミルク

は手作業で飲ませるなど、飼養管理を徹底し

ています。その後、群編成して哺乳ロボット

（写真７）を設置した哺乳舎で１ヵ月管理し、

そのあとに育

成舎へ移して

います。

哺育育成は

茂さんの妻の

美鈴さんが担

当していま

す。「無事に

分娩を終えて

わが子のよう

に子牛を抱き

かかえて畜舎へ移すときが一番充実感を感じ

ます。反対に、残念ながら分娩の事故で子牛

を失ったときは最も悲しい瞬間です。それだ

け、周産期の管理には気をつかいます」（美

鈴さん）。

分娩間隔１２．３ヵ月の
優れた繁殖成績

玉牧場の経営の特徴の中でも、繁殖成績は

特筆すべき点です。平成２４年の分娩間隔は平

均１２．３ヵ月（鹿児島県平均１３．４ヵ月）と非常

に優れています。

繁殖牛は、２０頭ずつ群に分けて管理してい

ます。ここで、だれでも分かるようにテープ

で色分けしており、１回人工授精した牛には

青、２回目は黄、３回以上は赤、受胎を確認

した牛は緑というように、繁殖状況の見える

化を実施し、それぞれの牛に応じた飼養管理

を心がけています。

人の目による観察が一番ということです

が、パソコンの繁殖管理システムも併用する

ことで、すぐれた繁殖成績を実現しています。

業務を役割分担しながら
情報の共有を図る

玉牧場は法人経営ですが、労働力は茂さん

と美鈴さんと長男の３人で、雇用はありませ

ん。しかし、役割分担を決めて責任を明確に

しています。茂さんは育成、繁殖をメインに、

美鈴さんは哺育をメインに繁殖のサポート

を、後継者の長男は育成前期と飼料部門を担

当しています。

なお、長男は農業大学校卒で人工授精師の

資格を取得しており、次男は現在大学生で獣

医師を目指しており、卒業後は就農する予定

で頼もしい存在です。

玉牧場では、１０時と３時に休憩時間を取り、

その日の作業で気がついたことを情報交換し

ています。「農場を回るときは手ぶらで帰ら

ない」というのが玉牧場のモットーで、どん

な小さな変化も見逃さず、家族で情報を共有

しています。

さらに、人工授精だけでなく、削蹄、去勢

なども外部の人を頼まず、できることは自分

でやるようにしています。これにより、牛の

状態もよく把握でき、コストの低減だけでな

（写真７）哺乳ロボット
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く、生産性の向上につながっています。

子牛の時に濃厚飼料を多給し
早期出荷を実現

JAあいらでは２７０日での出荷を推奨してお

り、玉牧場でも現在はおおむね２５０～２６０日齢

と早期出荷を心がけています。早期出荷する

ことにより、余分な脂肪がつかず、肥育農家

が飼いやすい子牛が生産できるということで

す。

玉牧場では超早期離乳後の代用乳を長めに

給与しています。それによって発育・増体が

よくなり、３～４ヵ月齢で１日５～６kgの飼

料（粗飼料・濃厚飼料）を採食するようにな

るといいます。その結果、出荷日齢が早いに

も関わらず、出荷体重は出荷先である姶良中

央家畜市場の平均を上回っています（表参

照）。

地域との関わり

美鈴さんは、

平成２３年から鹿

児島県の畜産女

性のネットワー

ク「畜産ネット

さつまおごじ

ょ」の会長を務

めています。こ

のネットワーク

は現在会員が２６

人（肉用牛経営

１９人、酪農経営４人、養豚経営３人）で、女

性の視点による研修会の開催や消費者との交

流、後継者との意見交換会などを活発に行っ

ています。

また、地域畜産ふれあい体験事業に参加し

て、子どもたちの見学受け入れを行うなど、

食育等にも積極的です。

とはいえ、鹿児島県は口蹄疫等の発生を防

ぐ高いバイオセキュリティを実施していま

す。玉牧場でも畜舎の入り口には石灰をまき、

車両消毒装置も設置し、牛舎ごとに踏み込み

槽を完備するなど、徹底した衛生対策を施し

ています。

このような環境の中で地域に開かれた牧場

を目指し、活動を展開しています。

（筆者：公益社団法人鹿児島県畜産協会事業部事業
一課専門考査役・総括畜産コンサルタント）

（写真９）牛舎内部に設置された
消費者向けのパネル

日齢（日） 体重（kg） セリ価格（税抜：千円）
雌 ４３頭 ２６３（２８７） ２８４（２７８） ３４６（３６７）
去勢 ６７頭 ２５４（２８１） ３１１（３０６） ４３１（４２５）

（表）平成２４年の出荷成績
（ ）内は姶良中央家畜市場の平均

※他に自家保留等２１頭

（写真８）平成２２年に完成した新しい牛舎
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畜産特別資金等の貸付残高

北陸・近畿ブロック（２府８県）における

畜産特別資金および畜産経営維持緊急支援資

金の平成２５年度期首貸付残高等は別表の通り

です。

２資金を合わせ融資機関数は２１機関で全国

の３．８％、実借受者数は２５戸で同１．１％、期首

貸付残高は３億８８８７万円で、全国の０．６％と

とてもウェイトは低い状況です。

加えて、１０府県のうち福井県、京都府、奈

良県、和歌山県では、現在資金借受者はいま

せん。

指導事業の取り組み上の課題

各県に設置された畜産経営支援協議会が指

導事業を実施するなかで、多くの課題が報告

され、意見交換が行われました。ここでは、

いくつかの課題について紹介します。

⑴ 調査、検討の時期

課題：税務申告と同様の１～１２月のデータ

をもとに協議会を開催し検討を行ってい

る。このため検討会の開催が２～３月で、

関係者の忙しい時期と重なり全員が集ま

ることが困難だ。

対応（意見）：負債農家の場合、生産性に

問題を抱えるケースが多い。このため、

飼養管理技術指導に重点を置き定期的な

診断を行い、検討会を開催し進捗を確認

することが必要だ。

畜産特別資金の指導状況と課題の検討②
―平成２５年度畜産特別資金等借受者指導に係るブロック会議（北陸・近畿）から―

公益社団法人 中央畜産会

平成２５年７月４日と５日の両日、兵庫県（神戸市）で平成２５年度畜産特別資金等借受者指
導に係る北陸・近畿ブロック会議が開催されました。農林水産省からの畜産をめぐる情勢の
説明をはじめ、中央畜産経営特別支援協議会構成団体の支援活動報告、各県の畜産特別資金
推進指導事業の取組状況や成果・課題等について報告と意見交換を行い、今後の畜特指導の
効果的な推進方策を検討しました。各県の報告の中から現場支援に係る取り組み状況や抱え
る課題、対応方法としての意見等を紹介します。

区分
畜産特別資金および畜産経営維持緊急支援資金
融資機関数（件）借受者数（戸） 貸付残高（千円）

新潟県 ５ ５ １３３，４７２
富山県 ３ ３ ３，７３０
石川県 ７ ８ １５８，７５０
滋賀県 ２ ３ ４３，４１０
大阪府 １ １ ３１，６７８
兵庫県 ３ ５ １７，８３４
計 ２１ ２５ ３８８，８７４

（別表）平成２５年度期首畜産特別資金等貸付残高（北陸・
近畿ブロック）
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⑵ 農協の営農指導担当者が不在

課題：畜産県でないこともあり、農協に営

農担当者が不在で専門的な農家支援がな

されていない。

対応（意見）：本県でも同様なケースがあ

るが、専門農協が協議会のメンバーであ

り、専門的な飼養管理等技術指導は専門

農協にお願いしている。

⑶ 飼料価格の高騰、子牛・肥育牛販売価格

の低迷

課題：飼料価格の高騰に加え、子牛・肥育

牛の販売価格も低下しており、生産技術

の指導による経営改善にも限界がある。

対応（意見）：畜産を取り巻く環境は確か

に厳しい。しかし、マルキン等補てん制

度もあり、高い収益性を実現している経

営もある。負債農家であることを意識し

て、まずは生産性を向上させ安定的な生

産を確保する指導が必要だ。

⑷ 家族の協力が再建のカギ

課題：負債農家であることを家族が知らな

いケースもある。資金借受者だけでの自

助努力では限界で、家族の協力がいかに

得られるかが再建のカギだ。

対応（意見）：家族が借入金の額をはじめ、

経営の実態を理解することで，はじめて

経営改善計画が実行に移せる。再建は家

族の協力なくしてできない。

⑸ 農協のリスクとしての認識

課題：借受農家の改善が図られないこと

が、農協のリスクであるという意識が薄

い農協担当者がいる。

対応（意見）：農協の営農担当者について

は、負債農家を継続的にウォッチする必

要性を意識付ける指導が必要だ。またそ

のうえで、借受者をバックアップする農

協担当者と普及所担当者の連携構築（情

報の共有化）が必要だ。

⑹ 協議会構成員の情報の共有

課題：濃密指導を行うに当たり、協議会構

成団体の全委員の出席を求めているが本

来業務もあり、なかなかそろわず情報の

共有が難しい。

対応（意見）：濃密指導時に資金借受者や

農協担当者から欠席委員に関する質問等

があげられた場合は、後日当該委員に照

会して回答を引出し、必ず回報するよう

にしている。このことで、借受者に関す

る情報の共有化に努めている。特に、構

成団体の担当者が３～４年で異動になる

ため、情報の共有化が大切だ。

⑺ OB等の活用で現状を常に把握

課題：農協の広域合併、合理化により特に

畜産農家の営農指導が疎かになり、事業

の主体が金融サイドにシフトしている。

このため農家との信頼関係が築けず事故

農家への緊急資金対応ができない。

対応（意見）：家畜保健衛生所OB等を積極

的に活用し、事故の発生等の現状を常に

把握している。仮に事故が発生した場合

は、この人なら再建できると判断される

場合は、速やかに資金提供ができる体制

を作っている。

⑻ 計画見直しにおける家計費
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課題：改善計画の見直しにおいて、家計費

をどのように見積もるか。また、家計費

の支出をどのように確認しているか。

対応（意見）：まず、負債があることを家

族全員で認識すること、償還は家族全員

の取り組みとすることが大事だ。家族構

成にもよるが、償還財源の確保を勘案し

１人当たり６０万円、９０万円、１２０万円を

一つの目安としている。家計費の支出に

ついては農協への事前申告制とし、濃密

指導時に通帳等で確認する。

⑼ 飼料会社への未払金が恒常化

課題：飼料会社への代金未払いが恒常的と

なっているケースがいくつかある。農家

は安い飼料会社に替えたいが、この未払

い金が足かせとなり変更は難しい。農協

も新たな証書貸付けは認めない。改善が

遅れるが何とかならないか。

対応（意見）：未払い金など底溜り部分を

明らかにし、組織的な濃密指導を行うこ

とを条件に無理のないよう改善計画を見

直し、着実に進めるしかないであろう。

畜特資金の活用に際しては、畜産経営を

行ううえで発生した負債は借り換え対象

としているので、制度上は飼料会社の買

掛未払金も含めて借り換えることができ

る。

改善事例報告

後継者に引き継がれた６２００万円の負債

Ｓ県の酪農経営は、過剰な投資に加えて長

年にわたる放漫経営が原因で畜産特別資金

６２００万円の借り入れに至った。経営主が体調

を崩したことから後継者が核となって経営す

るよう指導を行うこととしたが、後継者には

負債の実態を伝えていなかった。このため、

後継者は当初粗暴な態度を示し経営から離れ

たため、後継者による経営再建は不可能であ

ると判断された。

農協担当者との信頼発現と生産性の向上

農協担当者が親身になって後継者を説得し

た。また県指導推進協議会が濃密指導に当た

り、特に飼養家畜全頭に対して均等に水を供

給することが重要で、給水施設の改善を施し

たところ、家畜の状態も良好となり乳量の増

加が図れた。農協担当者をはじめとする指導

団の真剣さ、そして生産性の向上が後継者の

心を開き、後継者としての取り組みを行うこ

とを決断させた。

家族全員に笑顔が戻った

今では、家族あげての取り組みが行われる

ようになり、経営主が農外に従事する時間帯

は家族全員がカバーするようになり、総じて、

家族の顔が明るくなってきている。

支援するうえで必要なこと

経営主は、多額の負債を抱えていることを

家族全員に説明すること。また、家族はその

ことを受け止めて負債の償還を共に行ってい

く覚悟を決め、一丸となって取り組みを行う

ことが必要だ。家族の関係が崩壊するのであ

れば、再建を果たすことはできない。そして

時には少しの息抜きが必要で、「頑張れば、

楽しみが待っている」という環境も作ってあ

げる必要がある。
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出生直後の飼養管理

１）出生時の管理

産まれた子牛が呼吸していないときは、呼

吸するように刺激する必要があります。

鼻腔のまわりの粘膜を取り除き気道を確保

した上で、息を吹き込む、鼻腔を指やワラで

刺激する、冷水をかけ呼吸反射を起こすと

いった方法で刺激することが必要です。

通常であれば母牛が子牛を舐めて乾燥をさ

せます。もし母牛が舐めることができないよ

うであれば、清潔なタオルやワラで水分や粘

膜を拭き取らなければなりません。この作業

により、子牛の生理機能を刺激・亢進させる

と同時に体温の低下を防止することができる

ようになります。へその緒は出生直後はまだ

口が開いており、子牛にとって病原菌の進入

経路となります。臍帯は、消毒を怠ると臍帯

炎になる危険性が高まるので注意が必要で

す。ヨードチンキ等でしっかりと消毒するこ

とが大事です。

２）健康観察

ヌレ子は、体重を測定するとともに健康検

査を必ず実施しましょう。

健康検査のポイントは、生後３０分程度で正

しく起立・歩行できるか、初乳を勢いよくほ

乳するか、ウイルス性の奇形（頭部、頚部、

天然孔等を中心に全身）がないかです。

子牛の飼料給与

１）初乳について

（１）初乳の基礎

①初乳の基本

ヌレ子では、免疫グロブリンの胎盤移行が

行われないのでそのままでは感染と戦う十分

な免疫力を持っていません。このため、ヌレ

中央畜産会では、平成２１年度に乳用種肉用子牛の飼養管理マニュアルを取りまとめました。
本マニュアルは、良質な乳用種牛肉を生産するための素牛の飼養管理に着目し、酪農経営

での妊娠牛の管理とヌレ子の飼養管理、離乳期の飼料の切り替え、育成牛の腹づくり等に特
にポイントを置いた内容となっています。
今回は、出生直後の飼養管理と、子牛の飼料給与のうち初乳について紹介します。

乳用種妊娠末期の母牛管理③
―出生からの子牛の飼養管理―

乳用種肉用子牛飼養管理技術マニュアルより
公益社団法人中央畜産会
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子の免疫システムは初乳に完全に依存してい

ます。初乳中の免疫グロブリンが、腸管から

吸収されて初めて抗体が獲得され、疾病から

身をまもることが可能になります。

子牛の健康と生存を決定する上でもっとも

重要なことは、高品質の初乳を出生後できる

だけ早期に、かつ適切な量を給与することで

す。初乳は、母牛が分娩後最初に分泌するミ

ルクで、特異的に免疫グロブリン（＝γグロ

ブリン）に富んでおり、子牛の免疫防御機能

を供給します。また初乳は栄養分も豊富なた

め、ヌレ子の最初の栄養源であるという点で

も重要です。

②牛と人間の胎盤の構造上の違い

牛と人間では胎盤の構造が大きく異なりま

す。霊長類（人間、サルなど）は血絨毛膜性

胎盤という、結合織の壁が

無いことから、母親の免疫

物質は胎児に容易に移行し

ます。牛などの反芻動物は

結合織絨毛膜性胎盤で結合

織の壁が何層にも厚く重な

り、免疫物質だけでなくウ

イルス・細菌も通過出来な

い構造です。このような胎

盤の構造の違いから、子牛

は免疫物質を一切移行され

ていない「免疫ゼロ」の無防備な状態で生ま

れてきます。子牛で免疫グロブリンを豊富に

含んだ初乳を早く与える必要があるのは、人

間は胎盤を通じて、これらの免疫グロブリン

を移行するが、牛では初乳を通じて移行する

からです。

③子牛の免疫システムと初乳

子牛の免疫機能は出生時は発達していませ

ん。初乳に含まれる免疫グロブリンが子牛の

腸管からの吸収を介して移行することで初め

て免疫能（抗体）を獲得することになりま

す。このことを受動免疫と称しています。こ

の初乳から得た抗体が、子牛自身の免疫シス

テムが機能するまで、子牛を疾病から守るこ

とになります。

初乳中の免疫グロブリンには大まかに分け

てIgG、IgMおよびIgAの３種類が

あり、そのうち約８５％を占めるの

がIgGで、もっとも重要な免疫グ

ロブリンです。

ヌレ子の小腸は、生後から２４～

難産レベルａ 子牛の数 死亡した子牛数ｂ へい死率（％）
１ ５３７ ４４ ８．２
２ ３５８ ３６ １０．１
３ １６９ ５９ ３４．９
４ ８７ ４８ ５５．２
５ ４４ ２１ ４７．７

合 計 １，１９５ ２０８ １７．４

動物の
種類 胎盤構造 胎児期の

抗体移行
出生後の初乳中の抗体

量 経路 期間
人、サル 血絨毛膜 ＋＋＋ ± 腸
牛、綿山羊 結合織絨毛膜 － ＋＋＋ 腸 ２４時間
豚、馬 上皮絨毛膜 － ＋＋＋ 腸 ２４～３６時間
犬、猫 内皮絨毛膜 ＋ ＋＋ 腸 ２４～４８時間

＊＊＊お産とその後の子牛の発育成長との関係＊＊＊
子牛のへい死率は、難産の程度が重ければ重いほど増加します。難産で生ま

れた子牛６５８頭のうち１６４頭が４８時間以内に死亡したというデータもあるほどで
す。難産の場合には、子牛は酸欠状態に陥り生命力や活力が低下するためと考
えられています。
初産ホルスタイン雌牛の難産の程度が子牛のへい死率に及ぼす影響

（McDniel １９８１）

ａ：１＝補助なし、２＝軽く牽引した、３＝強く牽引した、４＝ジャッキを使用した、
５＝獣医を呼んだ

ｂ：死産ならびに生後４８時間以内にへい死した子牛の数

（表１）動物の種類による抗体の移行様式

（「獣医領域における免疫学」より）
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通常牛の腸管の養分吸収

アミノ酸（分子量が小さい）

免疫グロブリン（タンパク質・分子量が大きい）

細菌やウイルス等の病原体

腸　管 血　管 腸　管 血　管

初生子牛の腸管の養分吸収

（図２）初生子牛と通常牛の腸管の養分吸収の違い３６時間までの間

は、免疫グロブ

リンや他のタン

パク質のような

大きな分子で

あってもそのま

ま吸収できるよ

うになっています。小腸細胞を通じて大きな

分子を吸収して血液中へ放出するという能力

は、時間とともに減少してしまいます。その

ため小腸の閉塞が起こるまでに、子牛の受動

免疫に必要な十分な量の免疫グロブリンを摂

取させなければなりません。

ヌレ子の小腸は、巨大分子の吸収能力とい

う点では非選択的です。例えば、初乳を給与

しなかった子牛に対して、大腸菌の感染試験

を行った報告では速やかに小腸上皮から吸収

されたという報告もあります。このため、病

原菌に感染する前に初乳を飲ませることが基

本です。生後５～６時間以内を目標としてい

るのはこのためです。

④子牛の腸管構造について

分娩後２４時間以内（早いほうが良い）の子

牛の腸管膜は、免疫グロブリンを効率良く吸

収します（２４～３６時間で完全消失）。この時

の子牛の腸管膜は広い間隙を有しており、通

常では免疫グロブリンなどの分子量の大きな

物質は通過出来ないが、この時期に限り容易

に通過できます。このことからも早めの初乳

給与が重要です。反面、細菌や病原体も容易

に侵入することが可能なので、清潔な初乳を

最初に腸管に届ける必要があります。

⑤分娩後の母子の時間経過と免疫力の関係

子牛が初乳を介して母牛から免疫を獲得す

るには、子牛側と母牛側の時間経が重要なタ

イミングとなります。母牛は分娩の経過と共

に初乳中のIgG濃度が低下していきます。ま

た、初乳中の免疫グロブリンの吸収効率は時

間とともに低下し、６時間で４０％、１２時間で

３０％とされています。（図３、４）

さらに表２のように初乳中の免疫グロブリ

（図１）初乳中の免疫グロブリン
構成比

（図３）初乳中のIgG濃度の時間的変化

（図４）初乳中の免疫グロブリンの吸収効率
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ンの子牛血清への移行は、初乳を哺乳後１０～

１４時間で成牛並となり１日で最高レベルとな

り、その後は時間の経過とともに低下して３

～７日ごろには成牛並となります。

なお、母牛からの移行抗体は一定の期間と

ともに消失していきますが、子牛は胸腺、骨

髄、リンパ節等の免疫担当器官の発育で自己

免疫を生産し成長します。

⑥最初の栄養素

初乳は豊富な栄養素を含んでい

ますが、最初の飼料としての栄養

的な重要性は見落とされがちで

す。常乳の約２倍の総固形分を含

んでおり、ミネラルやビタミンも

非常に豊富です。さらに初乳は、

子牛の成長にとって重要と考えら

れている多くの成長因子やホルモ

ン、サイトカイン（免疫反応等に

よって細胞から体液中に分泌され

るタンパク質で、標的の細胞に働

きかけて色々な生理的な効果を及

ぼす）等を含んでいます。

（２）初乳給与のポイント

①初乳の品質管理

生後可能な限り早期（遅くとも

分娩後６時間以内）に初乳を給与

＊＊＊免疫グロブリン＊＊＊
生体が病原体や毒素など、自己と異質な物質（＝抗

原）に対し抗体ができて、発病をおさえる現象を免疫
といいます。免疫活性のあるグロブリン（アルブミン
とともに血液中に多く存在する単純タンパク質の総
称）を免疫グロブリン（Immunoglobulin：Ig）といい
ます。このIgは一般に胎児期間に母体から移行します
が、牛や豚の場合は初乳から分泌され、初乳を飲むこ
とによって初めて新生子に免疫グロブリンが取り込ま
れ、免疫を獲得します。従ってヌレ子の場合は初乳を
飲ませることが、疾病防止の上で非常に重要な飼養管
理となります。

（図５）子牛の血清中IgG濃度と生存率 （NAHMS１９９３）

（表２）初乳中の免疫グロブリンの子牛血清への移行
（Molla１９７８）

ホルスタイン種 ホルスタイン種 黒毛和種 黒毛和種
初乳 常乳 初乳 常乳

比重 １．０５６ １．０３２
総固形分（％） ２３．９ １２．５ ２５．１ ９．４
脂肪（％） ６．７ ３．６ ４．０ １．１
SNF（％） １６．７ ８．６
総タンパク質（％） １４．０ ３．２ １７．６ ３．６
カゼイン（％） ４．８ ２．５
アルブミン（％） ０．９ ０．５
免疫グロブリン（％） ６．０ ０．０９
IgG（mg/mℓ） ３２．０ ０．６ ４０．２ ０．５

乳糖（％） ２．７ ４．９
カルシウム（％） ０．２６ ０．１３ ０．２１ ０．１４
マグネシウム（％） ０．０４ ０．０１ ０．０３ ０．０１
リン（％） ０．１４ ０．１５ ０．２０ ０．１１
ビタミンA（μg/１００g） ２９５ ３４ ５１１ ９
ビタミンE（μg/gfat） ８４ １５

（表３）ホルスタイン種１）および黒毛和種２）の初乳と常乳の成分値

１）FoleyandOtterby（１９７８） ２）全農飼料畜産中央研究所（１９８８）
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（写真５）デジタル糖度計

（写真６）ストマックチューブによる強制投与

します。初乳の量と質を保証し、さらに母牛

からの感染症を防ぐためにも母牛の乳首から

直接吸わせるのではなく、できればほ乳ビン

等を用いて給与することが必要です。

初乳中の免疫グロブリン濃度は糖度計（屈

折計）で推定できます。初乳の糖度数値と免

疫グロブリンが相関関係にあることを利用し

た簡単な推定法です。

初乳の品質に影

響を与える要因と

して、産次（経産

牛の方が濃い）、

分娩後経過時間

（分娩直後がもっ

とも濃い）等があ

げられます。また

分娩前に漏乳して

いる場合は、免疫

グロブリン濃度が低下するだけでなく細菌感

染の可能性もあるので避けるべきです。

なお、余剰の初乳は凍結保存が可能です。

１年間は成分のロスもなく保存できるので初

乳が不足する場合に備えて保存しておくこと

が必要です。使用時は４５～５０℃の湯せんです

ばやく溶解し給与します。

① 適切な量を給与する

子牛血清中のIgG濃度が１０mg/mℓを下回る

とへい死率が著しく高くなります。血清中の

IgG濃度を１０mg/mℓ以上にするためには、体

重が３０kgの初生和子牛の場合は、初乳が高品

質（IgG濃度が４０mg/mℓ）で吸収効率を低め

に見積もったとき、２ℓ給与すれば血清中の

IgG濃度がちょうど１０mg/mℓになります。生

時体重が４５kg程度のホルスタイン種子牛であ

れば３ℓが適切な量になります。

つまり十分な免疫抗体を得るためには、出

生後可能な限り早期に２～３ℓの高品質初乳

を摂取させる必要です。もし初乳の質がわか

らない、あるいは低品質初乳しか入手できな

いのであれば、１２時間以内（できれば６時間

以内）に再び２～３ℓ給与するとよいでしょ

う。

子牛の状態によっては、設定量の初乳を飲

めないことがあります。このような場合には、

ストマックチューブ等を利用して強制投与す

る方法もありますが、無理に飲ませず子牛が

欲するまで待つのも一つの方法です。ただし

その場合でも６時間以内に全量を飲ませるよ

う、何回にも分けて根気よく飲ませることが

必要です。

（図６）ホルスタイン種乳用牛の初乳中IgG濃度のばらつき
（GAY１９９４）



各種補塡金・交付金単価の公表について

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A ９３６，０６１ ５６５，３７７ ３３１，８８７
生産コスト B ８４２，２９８ ６０９，３９０ ３８９，０４１
差額 C＝A－B ９３，７６３ △ ４４，０１３ △ ５７，１５４
補塡金単価 C╳ ０．８ ― ３５，２００ ４５，７００
注：１００円未満切り捨て

（表３）補塡金単価
（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― ２６，４００円 ３４，２００円

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

○ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網（抜粋）
第６の９の⑷のイ
県団体は、肥育安定基金の安定的な運用のために必要がある場合は、理事長の承認を受けて、補塡

金単価を減額することができるものとする。

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※
広島県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 鹿児島県
７，３００円 ― ― ― ― ―

※ 各県の算定結果です。

１．肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）の肥育牛補塡金単価〔平成２５年６月〕

平成２５年６月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱第６の補塡金単価については、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２５年６月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。
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２．肉用子牛の平均売買価格及び生産者補給金交付単価〔平成２５年度第１四半期〕

農林水産省は、平成２５年７月１９日官報で、肉用子牛生産安定等特別措置法（昭和６３年法律第９８
号）に基づく肉用子牛生産者補給金制度の平成２５年度第１四半期（平成２５年４月から６月まで）
の平均売買価格及び補給金単価を表４の通り公表しました。

（表４）肉用子牛の平均売買価格及び補給金単価 単位：円／頭

黒毛和種 褐毛和種 その他の
肉専用種 乳用種 交雑種

保証基準価格 ３２０，０００ ２９２，０００ ２０９，０００ １２２，０００ １８８，０００
合理化目標価格 ２７３，０００ ２５１，０００ １４４，０００ ８６，０００ １４２，０００
２５年度
第１四半期

平均売買価格 ４７１，４００ ４１１，１００ ２４４，０００ １２０，３００ ２６５，０００
補給金単価 ― ― ― １，７００ ―

３．肉用牛繁殖経営支援事業に係る四半期別品種区分別支援交付金単価〔平成２５年度第１四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成２５年度第１四半期における販売又は自家保留された肉用子牛に
係る肉用牛繁殖経営支援事業実施要綱第３の４の⑴に規定する支援交付金の単価を表５の通り公
表しました。

（表５）肉用子牛の平均売買価格及び支援交付金単価 単位：円／頭
区 分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種

①保証基準価格 ３２０，０００ ２９２，０００ ２０９，０００
②２５年度第１四半期平均売買価格 ４７１，４００ ４１１，１００ ２４４，０００
③発動基準 ４１０，０００ ３７０，０００ ２７０，０００
④支援交付金単価
（③－②（②＜①の場合は①））�３／４ ― ― １９，５００

注：１００円未満切り捨て

４．養豚経営安定対策事業の養豚補塡金単価〔平成２５年度第１四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成２５年度第１四半期に販売された交付対象の事業対象肉豚に適用
する養豚経営安定対策事業実施要綱第４の２の⑺のアの養豚補塡金単価を表６の通り公表しまし
た。

（表６）養豚補塡金単価の算定 単位：円／頭
平均粗収益 A ３６，２３８
平均生産コスト B ３４，８６９
差額 C＝A－B １，３６９
補塡金単価（概算払） （注） A＞B 補塡なし
注：１００円未満の場合、補塡金単価を設定しない。１０円未満切り捨て。
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32 52

82

（参考資料）

出典：農林水産省畜産部「畜産をめぐる情勢（平成２５年７月）」より
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はじめに
耕作放棄地等の飲水確保は放牧実施のための絶対条件の一つです。そのため、耕作放棄地

の放牧では、農家が水を運搬し飲水槽に補給するなど、家畜飲水供給に多大な労力と時間を
要しています。一方、これらの放牧現場の多くには商用電源が無いことから、家畜管理のた
めに太陽光発電を利用した電気牧柵器が多く導入されています。
そこで、（独）農研機構畜産草地研究所では、この太陽光発電システムを引水供給のための

電源として活用し、既存の太陽光発電電気牧柵システムに直流ポンプによる揚水システムを
組み合わせた、新たな家畜飲水供給技術を開発しました。

耕作放棄地等の放牧における太陽光発電を活用した「家畜飲水供給システム」
（独）農研機構 畜産草地研究所 中尾 誠司

�����������
２０cm

（図1）家畜飲水供給システムの概念
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技術の概要

（図2）放牧期間中の揚水量と電牧線電圧の変動

活用面での留意点

１．本技術は、放牧地における既存の電気牧柵システムに、直流形ポンプなどを組み合わせ、
電気牧柵用の太陽光発電を活用して水源から家畜飲水を供給するものです（図１）。

２．本システムは、直流形ポンプ、太陽光発電・蓄電の制御機器および飲水槽などの水位を
制御する電気スイッチ機器から構成されています。配管などを除く、システムの導入コス
ト（２０１２年８月時点の価格）は、直流形ポンプが約２．５万円、太陽光発電・蓄電の制御機
器が約１万円および水位制御のための電気スイッチ機器が約３万円です。

３．放牧期間中、本システムの導入による電気牧柵線の電圧低下は認められず、引水は必要
な量が安定的に供給されます（図２）

１．本システムで用いるソーラーパネルおよびバッテリーの発電・蓄電容量は、家畜放牧頭
数や現地の立地条件などを考慮して決定する必要があります。

２．詳細については、畜産草地研究所・情報広報課（電話：０２９―８３８―８６１１、問い合わせ
フォーム https://www.naro.affrc.go.jp/nilgs/inquiry/tech.html）にお問い合わせくださ
い。

（筆者：（独）農研機構畜産草地研究所草地管理研究領域）
日本政策金融公庫 農林水産事業「技術の窓」No１９１９より転載

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
2013.8.15 No.285 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

17


